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広領域連携型基幹研究プロジェクト 

「異分野融合による「総合書物学」の構築」基本計画 
 

平成２８年３月２８日 

人 間 文 化 研 究 機 構 

一部改定 平成２９年４月 １日 

一部改定 平成２９年８月 １日 

一部改定 平成３１年４月 １日 

一部改定 令和 ２年４月 １日 

 

１ 広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」の推進 

主導機関名 国文学研究資料館 

統括代表者 藤實 久美子・教授 

【研究概要】 

我が国の書物は、長い時間を経て今に伝えられてきた。なかには千年を超える時間を経

たものもある。それらには膨大な情報が蓄積されている。文字情報はもとより、装幀法、

紙質、墨、綴じ糸などにそれぞれ意味があり、そこからさまざまな情報が読み取れる。が、

従来それらの情報は十分には読み取られてこなかったと言って良い。本事業プロジェクト

は、歴史的典籍の「書物」としての面に着目して、従来の書誌学に異分野融合の観点を加

え、「総合書物学」という研究分野の構築を目指す。歴博、国語研、日文研３機関の共同研

究を基礎に、国文研が主導機関として、常に相互の連携を図り、分野横断的な研究の進展

を促し、新たな研究分野である「総合書物学」を構築する。具体的には、①歴博は、書物

を従来とは別の観点から読み直すことによって、これまでにない多分野からの研究参画を

促す研究を行い、②国語研は、文字情報が書物の諸要素とどう関わるかを研究することに

より、書物の意義を明らかにし、③日文研は、キリスト教宣教師が日本文化にもたらした

影響についてのこれまでの研究成果を参照しつつ、「言葉」と「図像」の両面から考察を進

める。書物に含まれる図像と語彙を収集・分析することによって文化・情報の結節点とし

て書物が果たした役割を明らかにし、「総合書物学」という領域の開拓に貢献する。④国文

研は、これら各ユニットが、成果を発表し、交流することを促し、「総合書物学」の基盤を

構築してゆく。これらの成果を、「総合書物学」という学問分野に確立すべく、教育プログ

ラムとテキストを作成し、大学院で講義を行い、「総合書物学」の概念が社会に広く認知さ

れるようにする。「総合書物学」が認知されることにより、書物がまさに書物という形で今

に受け継がれていることにより、様々な情報が蓄積され、日本文化が今に伝わる原動力に

なっていることが広く知られるようになる。 

 

２ 「異分野融合による「総合書物学」の構築」は、以下の研究ユニットから構成される。各

研究ユニットのテーマおよび、研究概要は次のとおりである。 
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①「古代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」 

機関名 国立歴史民俗博物館 

代表者 小倉 慈司・准教授 

【研究概要】 

法制書『延喜式』には「古代の百科全書」と呼ぶにふさわしい多様な情報が盛り込

まれている。まずは写本研究に基づき新たな校訂本文を作成した上で、その現代語訳・

英訳を試みつつ、文理の枠を越えた様々な分野と協働して研究を進めることにより、

新たな視点に基づいた研究を生み出して「総合書物学」の構築を促すとともに、その

成果を海外も含めて広く情報発信していく。 

 

②「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」 

機関名 国立国語研究所 

代表者 高田 智和・准教授 

【研究概要】 

文献学と言語計量の手法により、言語単位（単語、文節、句、文など）と表記・書

記単位（仮名字体、漢字字体、連綿文字列、句読点等表記記号など）と書物や版面の

形状（装丁、料紙、版型、頁遷移、行遷移など）との相関関係を明らかにする。また、

既存の日本語歴史コーパスに表記情報・書誌形態情報を加え、言語から見た書物、書

物から見た言語を分析するための共同利用基盤を作成・提供することで、異分野融合

による新領域「総合書物学」の形成に寄与する。 

 

③「文化・情報の結節点としての図像」 

機関名 国際日本文化研究センター 

代表者 山田 奨治・教授 

【研究概要】 

本ユニットではキリスト教宣教師が日本語で著述した書物を対象として、宗教、思

想、言語、文学、図像などの視座から考察を進めてきた。前半期の３年間では特に「言

葉」に重点を置き、外国人宣教師による宣教・書物が日本語文学に与えた影響を明ら

かにした。 

この研究を足がかりとして後半期では「図像」の考察を発展させていく。宣教師が

もたらした書物に含まれる言葉や図像が近世期から明治初期の出版物に与えた影響を

検証するため「近世期絵入百科事典データベース」の構築・公開を行ったが、後半期

には本ＤＢのコンテンツ拡充をはかり、文学・美術・医学・宗教・服飾など多分野の

研究の有力な調査・検索・情報収集ツールをめざす。その上で、図像、百科事典、字

典をキーポイントとして各ユニットの研究を連携させ、「総合書物学」の構築を促進

させる。 
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３ 研究成果の公開・可視化  

（１）報告書・成果論集、シンポジウム、データベース等 

 ①報告書・成果論集 

機関連携：各研究ユニットにおける「総合書物学」にかかわる研究成果をあつめた論集を

作成する。この論集の成果は、後述の「総合書物学」の大学におけるテキスト

の根幹をなす。（平成３０年度） 

歴  博：中間報告として『国立歴史民俗博物館研究報告（特集号）』を刊行。（平成３１

年度） 

国 語 研：なし 

日 文 研：１）論文集『キリシタン文学が拓いた日本語文学 多言語他文化交流の淵源』

（證書店、平成２９年度既刊） 

２）郭南燕『ザビエルの夢を紡ぐ』（平凡社、平成２９年度既刊） 

３）論文集『キリスト教が日本にもたらした美（仮）』（朝日選書、平成３０年

度） 

４）論文集『ド・ロ版画の総合研究』（平成３０年度） 

５）２９年度国際シンポジウム「近世期絵入百科事典データベース公開記念－

書物にみる絵とことばの 350 年」の論文集（平成３２年度） 

６）論文集『正徳雛形の研究』（平成３３年度） 

     

②シンポジウム・予稿集 

機構連携：１）年１回のシンポジウム（研究者向け）を開催し、「総合書物学」の周知に

努め、従来書物学に関わらない分野の研究者の参画を促す。（平成２８年度

〜３０年度） 

     ２）総合研究大学院大学において行った講義を元に、大学の教員向けのデモン

ストレーション授業を行い、大学教育における「総合書物学」の普及活動を

行う。また、高校、中学生向けの若年向けプログラムを作成し、学問分野の

認識を高める。（平成３２年度以降） 

  歴  博：１）『延喜式』に関するフォーラムを開催。（平成２８年度） 

       ２）工芸（容器）・薬品分野の成果を踏まえたシンポジウムを開催。（平成３

０年度） 

       ３）国際シンポジウムを開催。（平成３３年度） 

国 語 研：成果公開のためのシンポジウムを開催。（平成３３年度） 

日 文 研：国際シンポジウム「近世期絵入百科事典データベース公開記念－書物にみる絵

とことばの 350 年」を開催。（平成２９年度） 

 

③データベース 

 機構連携：なし 
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歴  博：１）分科会研究関連文献を網羅した文献目録データベースを公開。（平成３１年

度） 

     ２）「『延喜式』本文データベース」を公開。（平成３３年度） 

国 語 研：１）「仮名字体データベース」を公開。（平成３０年度） 

     ２）「版本を対象としたコーパス」を公開。（平成３０年度） 

     ３）「写本を対象としたコーパス」を公開。（平成３３年度） 

日 文 研：１）「外国人宣教師日本語著作目録」を公開。（平成２９年度） 

２）「近世期絵入百科事典データベース（試作版）」を公開。（平成２９年度） 

         

④その他 

なし 

 

（２）教育プログラム等 

本事業では、新しい学問分野として「総合書物学」を創出するために、大学教育での新た

なプログラムを作成することを指標としている。事業に参加する歴博、日文研、国文研が属

する総合研究大学院大学において、共通科目「総合書物学」を開設し、研究の成果を実際に

講義し、その講義内容を検討することにより、教育プログラムを充実させてゆく。さらに、

それを、大学教育で使用できるように改良して、教育用のテキストを作成する。そのテキス

トを使用して、全国の大学で教育が行われるように働きかけ、学問分野としての確立を目指

す。 

 

（３）展示等 

機構連携：４機関連携で、「総合書物学」が普及するように、研究の優れた成果を展示す

る。具体的には、年１回程度シンポジウムに合わせて国文研で展示を行う。 

歴  博：１）歴博において一般向けミニ企画展示を開催。（平成２８年度） 

     ２）歴博において『延喜式』の技法・物品に関する特集展示を開催。（平成３

３年度） 

国 語 研：なし 

日 文 研：松濤美術館での展覧会にて雛形本と小袖の研究成果を公開 

 

４ 研究プロセスの国内外に向けた情報発信 

１）４機関が連携して、研究期間の前半である平成２８年度から平成３０年度まで、年１回

の研究者向けのシンポジウムを開催し、「総合書物学」の周知に努め、従来の書誌学では

関わりを持たなかった異分野の研究者に対して研究への参画を促し、平成３０年度には、

研究成果を集めた論集を作成する。 

２）平成３２年度からは、これまでの研究成果を基に大学院教育プログラムを作成し、まず

総合研究大学院大学において「総合書物学」の科目を開設し、講義を行う。その後、実
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施された講義内容を検討し、科目の充実を図るとともに、大学院の講義内容を大学教育

にも適合できるよう改変し、大学教育用のプログラムを作成する。「総合書物学」の研究

成果及び大学教育プログラムは、ブックレット等で国内外に情報発信するとともに、「総

合書物学」の講義を大学で行うよう企図し、「総合書物学」の普及に努める。 

３）最終年度である平成３３年度には、「総合書物学」を一般向けに紹介するため、イベント

の開催とブックレットを作成する。 

 

 

５ 若手研究者の人材育成の取組み 

本プロジェクトでは、各研究ユニットに若手研究者が特任助教として配置されている。各

人は、各研究ユニットの推進のため活動する一方、「総合書物学」確立のため、研究ユニット

間の連絡を取り合い、プロジェクト全体の内容を深く把握する立場になる。新しい学問であ

る「総合書物学」は、これら特任助教がもっとも内実に関わる存在となる。本プロジェクト

で創設された「総合書物学」は、これら特任助教によって、大きな展開をもたらすと期待で

きる。また、特任助教は、「総合書物学」普及の活動も主体となって行うため、他分野の研究

者や一般の社会ともかかわりながらプロジェクトを動かす経験を積むことになり、人材育成

として大きな意義がある。 

 

６ 全体計画（主要活動） 

年 度 取 組 内 容 

平成 28 年度 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④シンポジウム開催 

歴博：①工芸（金属加飾・染織・容器等）、薬品、食品各分野ごと

の分科会発足、物品・文献資料の整理・分析（随時）②全体研究集

会（２～３回）③校訂本文の検討及び写本・版本研究の調査（科研

申請）④分科会研究対象関連本文の現代語訳作業の準備⑤データベ

ース作成方針の検討⑥一般向けフォーラム・ミニ企画展開催 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②版

本を対象としたコーパスの設計③仮名字体データベースの作成の

ための検討会（随時） 

日文研：①外国人宣教師の活動と著作物の調査（九州を中心に）②

調査、研究交流のためのワークショップ（１回）③宣教師著作関係

の文献目録の調査・作成④『宣教師の日本語文学選集』を準備 

平成 29 年度 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④シンポジウム開催 

歴博：①分科会ごとの物品・文献資料の整理・分析（随時）、重点
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研究対象の選定②全体研究集会（２～３回）③校訂本文の検討及び

写本・版本の調査④現代語訳作業開始、英訳作業の準備⑤データベ

ース作成方針の策定 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②版

本を対象としたコーパスの作成③仮名字体データベースの作成 

日文研：①外国人宣教師の活動と著作物の調査（中国、近畿を中心

に）②調査、研究交流のためのワークショップ（１回）③論文集『キ

リシタン文学が拓いた日本語文学 多言語他文化交流の淵源』刊行

④宣教師著作関係の文献目録の公開⑤郭南燕『ザビエルの夢を紡

ぐ』刊行⑥「近世期絵入百科事典データベース（試作版）」公開⑦

国際シンポジウム「近世期絵入百科事典データベース公開記念－書

物にみる絵とことばの 350 年」開催 

平成 30 年度 

 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④成果公表のための論集刊行⑤４機関

連携のシンポジウムを開催し、自己中間評価実施 

歴博：①分科会ごとの物品・文献資料の整理・分析（随時）、中間

成果（論文等）のとりまとめ②全体研究集会（２～３回）③校訂本

文の検討及び写本・版本の調査④現代語訳作業、英訳作業開始⑤デ

ータベースの整理⑥工芸（容器）・薬品分野の成果を踏まえたシン

ポジウム開催 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②版

本を対象としたコーパスの公開、検証③仮名字体データベースの公

開 

日文研：①外国人宣教師の活動と著書の調査（関東地方を中心に）

②「外国人宣教師日本語著作目録」の公開③「近世期絵入百科事典

データベース」更新④『キリスト教が日本にもたらした美（仮）』

刊行⑤「ド・ロ版画」に関する論文集刊行 

平成 31 年度 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④総合研究大学院大学での共通科目「総

合書物学」開設の準備 

歴博：①分科会ごとの物品・文献資料の整理・分析（随時）、重点

研究対象の調査・解析②全体研究集会（２～３回）③校訂本文の検

討及び写本・版本の補足調査④現代語訳及び英訳作業⑤分科会研究

対象関連文献を網羅した文献目録データベース公開、現代語訳・英

訳付き本文データベース整理⑥中間報告としての『国立歴史民俗博

物館研究報告（特集号）』刊行 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②写
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本を対象としたコーパスの設計③仮名字体データベースに写本の

字体情報を追加 

日文研：①データベース検討会（IIIF、アノテーション）の開催②

分科会（雛形本）の開催（随時） ③絵入百科事典研究会の開催④

「近世期絵入百科事典データベース」の更新、コンテンツの拡充⑤

「外国人宣教師の日本語著作目録」公開完了⑥雛形本と小袖の研究

成果を松濤美術館展覧会にて公開 

平成 32 年度 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④シンポジウム開催⑤総合研究大学院

大学での共通科目「総合書物学」開設、教育プログラム及びテキス

トの作成、一般向けブックレット刊行 

歴博：①分科会ごとの物品・文献資料の整理・分析（随時）、重点

研究対象の調査・解析②全体研究集会（２～３回）③校訂本文の確

定④現代語訳及び英訳作業⑤文献目録データベース追加増補、本文

データベース整理 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②写

本を対象としたコーパスの作成③仮名字体データベースとコーパ

スの連携 

日文研：①データベース検討会（IIIF、アノテーション）の開催②

分科会（雛形本）の開催（随時）③「近世期絵入百科事典データベ

ース」の更新、コンテンツの拡充④２９年度国際シンポジウムの論

文集刊行 

平成 33 年度 

 

推進会議：①全体研究会（１回）②各ユニットの交流会（２回）

③成果公表の検討会（１回）④「総合書物学」を大学で開講するた

めの教育プログラムの検討、テキストの作成⑤４機関連携で「総合

書物学」のシンポジウム開催⑥自己最終評価を実施 

歴博：①分科会ごとの物品・文献資料の補足整理、重点研究対象の

調査・解析②全体研究集会（１～２回）③校訂本文の補足整理④現

代語訳及び英訳作業⑤文献目録データベース追加増補、本文データ

ベース公開⑥国際シンポジウム開催、延喜式の技法・物品に関する

特集展示を開催 

国語研：①コーパス精緻化のための基礎研究の研究会（随時）②写

本を対象としたコーパスの公開、検証③仮名字体データベースとコ

ーパスの連携の検証④成果公開のためのシンポジウム開催 

日文研：①分科会（雛形本）の成果を論文集として刊行②「近世期

絵入百科事典データベース」の更新、コンテンツ拡充 

  ※展示活動については、主催共催機関の都合によりスケジュールの変更がある。 
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７ 計画、報告及び進捗状況の確認 
（１）年次計画 
  広領域連携型基幹研究プロジェクトの主導機関は、各研究ユニットの毎年度の研究及び事

業の計画（以下「年次計画」という。）をとりまとめ、研究ユニットの代表者等で構成される

推進会議の議を経て、総合人間文化研究推進センター（以下「推進センター」という。）に提

出する。 
  推進センターは、総合人間文化研究推進センター運営委員会の議を経て、年次計画を決定

する。 
 
（２）年次報告 
  主導機関は、各研究ユニットの毎年度の事業実績報告（以下「年次報告」という。）をとり

まとめ、推進会議の議を経て、推進センターに提出する。 
 
（３）進捗状況の確認 
  推進センターは、客観的立場からプロジェクトの進捗状況を確認するため、機構長に年次

報告を提出し、機構に設置するプロジェクト評価委員会による進捗状況の確認を受けるもの

とする。進捗確認の結果、推進センターが必要と認めるときは改善措置を講ずるよう、プロ

ジェクトに助言する。 
 
 


